ず つ と 前から M 君に ゴ ル フの 仲間入り を すすめられ、 

多少の 誘惑 は 感じて い るが、 今日まで の ところでは 頑 

強に 抵抗して 云う 事 を 聞かな いでいる。 しかしと にか 

く 一 度 ゴルフ場 へお 伴 をして 見学 だけ させても らおう 

という ことにな つて、 今年の 六月 末の ある 水曜日の 午 

こま ごめ あかば ね 

前に 二人で 駒 込から 円 タク を 拾って 赤 羽の リンクへ 出 

かけた。 空梅雨に 代表的な 天気で、 今にも 降り出し そ 

う な 空が 不得要領 に 晴れ、 太陽が 照リ つける というよ 

リ はむしろ 空気 自身が 白つ ぼく 光り輝いて いるよう な 

天候であった。 

おうじ かいわい 

震災 前と 比べて 王子 赤 羽 界隈の 変り 方の はげしい の 



に 驚いた。 近頃の 東京 近郊の 面目 を 一 新 させた 因子の 

うちで 最も 有効な ものと 云えば、 コンク リ 1„ ^の鯆 装 

道路で あろうと 思われる。 道路に 土が 顔 を 出して いる 

処には 近代 都市 は 存在 しないと いう ことになる らしい。 

こうもん 

荒 川 放水路 の 水量 を 調節す る 近代科学 的閘門 の 上 を 

通って 土手 を 数 町 川下へ さがる と 右に クラブハウスが 

あり 左に リンクが 展開して いる。 

のぞ あさか 

クラブの 建物 はいつ か視 いてみ た 朝霞 村の などに 比 

ベる とかな り 謙遜な 木造 平家で、 どこかの 田舎の 学校 

の 運動場に でも ありそうな インテリ 気分の ものである。 

休憩室の 土間の 壁面に メンバ— の 名札が ずらり と 並ん 



でい る。 ハンディキャップの 数で 等級 別に 並べて ある 

そうだが、 やはり 上手な 人の 数が 少なくて、 上手で な 

い 人の 数が 多い から 不思議 である。 黒板に 競技 の 得点 

表の ような ものが 書いて ある。 一 等から 十 等まで 賞が 

出て いる。 これなら 楽しみが 多い ことであろう。 賞品 

は 次の 日曜日に 渡します と ある。 人間い くら 年 をと つ 

て も 時には 子供 時代の 喜び を 復活させる 希望 を 捨てな 

くても いいので ある。 

M 夫人が 到着した ので そろそろ 出掛ける。 

一 体の 地面より は 一 段 高い 芝生の 上に 小さな 猪口の 

底 を 抜いて 俯伏せに したよう な 円錐形の 台 を 置いて、 



その上に あの 白い 綺麗な ボ— ルを 載せて おいて、 それ 

を あの クラブの 頭で ひっぱた くと 一 種 独特の 愉快な 音 

がする。 飛んで 行った 球が もう 下り 始める かと 思う 頃 

に 却っての し 上が つ て 行って それから 落ちる ことがあ 

る。 夫人の 球が 時々 途中から 右の 方へ 力— ヴを 描く。 

球が それて 土手の 斜面に 落ちる と 罰金 だそう である。 

あし よし.？ り 

河畔の 蘆の 中で しきりに 葭 切が 鳴いて いる。 草原に 

わいしょう きょうちくとう 

は 矮小な 夾竹桃が ただ 一輪 真 赤に 咲いて いる。 綺麗 

に 刈りなら した 芝生の 中に 立って 正に 打 出されようと 

する 白い 球 を 凝視して いると 芝生 全体が 自分 をのせ て 

空中に 泛ん でい るよう な 気がして くる。 日射病の 兆候 



でもない らしい。 全く 何も 比較の 尺度の ない 一 様な 緑 

の 視界 はわれ われの 空間に 対する 感官 を 無能に す るら 

しい。 

途中から 文科の N 君が 一緒にな つた。 三人の プレイ 

しろうとめ 

が 素人目に 見ても それぞれ ちゃんと はっきりした 特徴 

があって 面白い。 クラブと 球との 衝撃に よって 生ずる 

音の 音色まで 人々 で 違うよう な 気がする ので ある。 科 

学者の M 君 は 積分 的 効果 を 狙つ て 着実なる 戦法 を 

とっている らしく、 フランス 文学の N 君 は エスプリと 

エランの 恍惚 境 を 望んで ドライブ している らしく、 M 

夫人の 球 は その 近代的 闊達と 明朗 を もってして もや は 



り どこか 女性ら しい やさし さたお やか さ を もっている 

ように 見えた。 口の 悪い N 君が M 夫人の 球 を 「どうも 

右傾 だな」 と 云った が 間もなく N 君 自身の 球が 右傾し 

て 荒 川の 水に その 姿 を 没した。 夫人の 胸中 も 自ずから 

平らかなる を 得た ようで ある。 

キャディが 雲雀の 巣 を 見付けた。 草原の 真 唯 中に、 

何 一 つ 被蔽物 もな く 全く 無限の 大空に 向って 開放され 

た 巣の 中には 可愛い 卵子が 五つ、 その 卵形の 大きい 方 

の 頂点 を 上向け て 頭 を 並べて いる。 その上 端の 方が 著 

しく 濃い 褐色に 染まって いる。 その 色が 濃くなる とじ 

きに 孵化す るの だと キャディが いう。 早く かえらない 



しんまい 

てみ ると まだ 新来 だそう である。 まだ 新来に さえ もな 

ら ない 自分の 顔が その 日 どんなで あつ たかは 自分に は 

分らない。 疲れ はしない かと 三人から 度々 聞かれた。 

この キャディの ような 環境に おかれた 少年 は 例えば 

昔 の 本郷 青木 堂 の 小店 員 の) J とく 大概 妙 に 悪ずれが し 

てく る ものであるが、 ここの 子供達 はそんな 風が 目に 

立たない。 この リンクの 御 客が 概して 地味で 真面目で 

威張らない 人の 多い せいか もしれ ない。 

いっか、 この キャディ のうちの 一人が リンクの 池で 

鮒 を 一匹つ かまえて、 ボ ー ルを 洗う 四角な 水 桶の 中に 

入れて おいて、 一 廻りした 後に 取りに 来たらもう 見え 



なかった そうで ある。 こんな のんびりした 世界で さえ 

も、 自分の 手で しっかり 握って いない 限り 私有物の 所 

有 権 は 確定し ない ものと 見える。 してみ ると やっぱり 

自分の 腕 以外に たよりになる 財産 はない かもしれ ない。 

ゴルフ も だんだん 見て いると なかなか 六 かしい 複雑 

な 技術 だとい うこと が 少し は 分って 来る。 少なくも、 

単に 棒の 頭で 球 をな ぐ つ て 飛ばせる と 云う だけで はな 

いこと がわず かに 一 時間 半ば かりの 見学で よく 分った 

ような 気がした。 この 日 M 君 N 君の 解説 を 聞いた こと 

だけから 考えても、 すべての 芸道に 共通な 要領が ゴル 

フの 術に も 要求され ている ことが 分る。 一番 大事な も 



の はや はり 心の 自由 風流で あるら しい。 

人間が 球 を 飛ばせたり 転がした りする 遊戯の 種類が 

一 体 どのくらい あるか 数え切れない ほど あるら しい。 

しゅうき ゆ.. つろ 1 つき ゆ.. つ 

近代的の もので も ゴルフの 外に 庭球 野球 蹴 球 籠球 

排球 などが あり、 今 は 流行らぬ クリケット、 ク ロケ— 

から、 室内 用に は ピンポン、 ビ リア ー ド それから 例の 

てま リ だきゅう 

コ リント ゲ— ムま である。 日本の 昔で も 手 鞠 や 打毬ゃ 

蹴 鞠 はかなり 古い ものら しい。 

人間ば かり かと 思う と、 猫な どが 喜んで 紙 を 丸めた 

ボ ー ルを ころがす のが、 なんら 直接 功利的な 目的が 

あってす ると は 思われな いから、 やはり スポ ー ッのー 



の は y J の 動物に そう い ぅ芸を 仕込まれ 得る 素質が どう 

して 備わって いるかと いう ことで ある。 彼等の 自然の 

生活に 何 かしら これに 似た 所行が あり はしない かとい 

う 疑問が 起る。 

動物の 場合に は これらの 球技 は 直接 間接に 食うた め 

の 労役で ある。 人間の 場合に おいて は、 球技 を 職業と 

する 人 は 格別、 普通に はとに かく 不生産的の 遊戯で あ 

ァヴ オケ— シ ョ ン 

リ、 日常生活の 営みからの 臨時 転向で ある。 こう 思つ 

てし まえば 誠に 簡単で あるが、 自分に はどう もそう ば 

もて あそ 

かりと は 思われない。 人間が 色々 な 球 を 弄 ぶこと に 

興味 を 感じる のに は、 もっと 深い 本能 的な 起源が ある 
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